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　はじめに

アジ科ヨロイアジ属 Carangoides は第 1 鰓弓上

の鰓耙数が 20–31 であること，背鰭と臀鰭が糸状

に伸長しないこと，背鰭と臀鰭に付随した小離鰭

がないこと，腹部に溝がないこと，両顎に歯帯を

備え，前鋤骨と口蓋骨に歯を有すること，外翼状

骨歯を欠くこと，側線直走部の後部のみに固く鋭

い稜鱗が発達するなどの特徴をもち（Gushiken, 

1983; Smith-Vaniz, 1999; Lin and Shao, 1999），日本

からは 12 種が知られている（瀬能，2013）．その

うちホシカイワリ C. fulvoguttatus (Forsskål, 1775)

はこれまで国内において，小笠原諸島，宮崎県，

屋久島，加計呂麻島，沖縄島，伊江島，西表島か

ら の み 記 録 さ れ て い た（ 望 月，1995； 木 村，

1997；瀬能，2013）．

2015 年 4 月 17 日に奄美大島近海で 1 個体のホ

シカイワリが採集された．本標本は奄美群島にお

ける本種の標本に基づく初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計 数・ 計 測 方 法 は Smith-Vaniz and Carpenter 

(2007) にしたがった．標準体長は体長と表記した．

計測は，デジタルノギスを用いて 0.1 mm まで行っ

た．ホシカイワリの生鮮時の体色の記載は，固定

前に撮影された鹿児島県産の 1 標本（KAUM–I. 

71782）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．研究機関略号

は以下の通り．KAUM －鹿児島大学総合研究博

物館；KPM －神奈川県立生命の星・地球博物館；

MUFS －宮崎大学農学部海洋生物環境学科．

　結果と考察

Caranx fulvoguttatus (Forsskål, 1775)

ホシカイワリ　(Fig. 1)

標本　KAUM–I. 71782, 体長 742.0 mm，尾叉長

780.0 mm，鹿児島県奄美大島近海（鹿児島市中

央卸売市場魚類市場にて購入），水深 200 m 以浅，

2015 年 4 月 17 日，釣り，畑　晴陵．

記載　背鰭条数 VIII-I, 28；臀鰭条数 II-I, 23；

胸鰭軟条数 21；腹鰭条数 I, 5；側線鱗数（湾曲部

＋直走部）79 + 39 = 118；側線直走部の稜鱗数

15；鰓耙数 7 + 20 = 27．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：背鰭

前長 35.0；胸鰭前長 27.8；腹鰭前長 30.9；臀鰭前

長 54.0；腹鰭起部から臀鰭起部までの長さ 25.3；

第 1 背鰭基底長 10.7；第 2 背鰭基底長 39.8；臀鰭

基 底 長 34.4； 尾 柄 長 13.4； 体 高 30.1； 胸 鰭 長

33.8；腹鰭長 11.4；第 1 背鰭第 2 棘長 7.9；臀鰭

第 1 棘 長 3.0； 吻 長 12.1； 上 顎 長 9.7； 眼 後 長

12.7；眼隔域幅 7.5．

奄美大島から得られたアジ科魚類
ホシカイワリ Carangoides fulvoguttatus

畑　晴陵 1・本村浩之 2
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体は前後方向に長い長卵型で体高は第 2 背鰭

起部で最大．体背縁は吻端から前鼻孔前方にかけ

て急に上昇し，そこから眼の前方にかけて僅かに

凹む．眼の前方から第 2 背鰭起部にかけての体背

縁は緩やかに上昇し，第 2 背鰭起部から尾鰭基底

にかけてなだらかに下降する．体腹縁は下顎先端

から腹鰭起部にかけてなだらかに下降し，そこか

ら臀鰭起部にかけて体軸と平行となり，臀鰭起部

から尾鰭基底にかけては緩やかに上昇する．胸鰭

基底上端は鰓蓋後端より僅かに後方に位置し，胸

鰭基底下端は腹鰭起部より僅かに前方に位置す

る．胸鰭後端は尖り，背鰭第 14 軟条起部直下，

臀鰭第 9 軟条起部直上に達する．腹鰭起部は胸鰭

基底下端よりも僅かに後方に位置し，腹鰭基底後

端は背鰭起部直下に位置する．たたんだ腹鰭の後

端は第 1 背鰭基底後端直下に達しない．第 1 背鰭

起部は腹鰭基底後端直上に位置する．第 1 背鰭基

底後端はたたんだ腹鰭の後端よりも後方に位置す

る．第 1 背鰭各棘条間には鰭膜が発達する．第 2

背鰭起部は臀鰭第 1 遊離棘の起部より僅かに後方

に位置する．背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも

僅かに前方に位置する．臀鰭起部前方には 2 本の

可動性の遊離棘がある．第 1 臀鰭遊離棘起部は第

2 背鰭起部よりも僅かに前方に位置する．臀鰭第

1 軟条起部は第 2 背鰭第 8 軟条起部直下に位置す

る．第 2 背鰭と臀鰭の基底部は前後方向に細長い

鱗鞘に被われる．第 2 背鰭と臀鰭の先端は鎌状を

呈するが，フィラメント状には伸長しない．尾鰭

は二叉型で湾入する．眼は正円形を呈し，吻端を

通る体軸に平行な線よりも上に位置する．眼を覆

う脂瞼は未発達．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は

互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔

は背腹方向に長い楕円形で後鼻孔は正円形．口裂

は小さく，上顎後端は眼の前縁直下に達しない．

上顎は下顎よりも僅かに前方に突出する．体は円

鱗に被われ，両顎，吻部，眼の周囲，鰓蓋下部，

胸鰭基底付近，胸鰭腋部および胸部は無鱗．胸部

の無鱗域の上端は胸鰭基底下端よりも下方に位置

し，胸鰭基底付近の無鱗域とは連続しない．胸部

無鱗域の後端は腹鰭基底後端よりも後方に位置す

る．鰓孔後縁は突起を欠き，滑らか．前鰓蓋骨と

鰓蓋後縁は円滑．側線は完全で，鰓蓋上方から始

まり，第 1 背鰭基底後端から緩やかに下降し，第

2 背鰭第 16 軟条起部直下尾鰭基底にかけて体軸

と平行となる．側線の後部にのみ固く鋭い稜鱗が

発達し，尾柄部では隆起する．尾柄部は小離鰭を

欠き，小さい 2 本の隆起線がある．上顎，鋤骨，

口蓋骨，下顎および舌には絨毛状の円錐歯が密生

し，歯帯を形成する．鰓耙は細長く棒状で，先端

は丸い．擬鰓を有する．

Fig. 1. Fresh specimen of Carangoides fulvoguttatus. KAUM–I. 71782, 742.0 mm standard length, off Amami-oshima island, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側上部に

かけては一様に白緑．尾柄部背面は紺色．体側中

央は赤朽葉色．体側下部から体腹面にかけては一

様に銀白色．体背面から体側中央にかけて数本の

黒色横帯がはいる．体側上部にはカナリア色の小

斑点が散在する．第 1 背鰭各棘条は暗い鶯色を呈

し，鰭膜は淡い白色．第 2 背鰭前部は暗緑色を呈

し，後部は白色がかった暗緑色．胸鰭の第 1 と第

2 軟条は鶯色で，残りの部分は白色半透明．腹鰭

は白色がかった紫色で，縁辺部は白色．臀鰭遊離

棘は白色．臀鰭前部は白色．臀鰭後部は若草色を

呈し，縁辺部は白色．尾鰭は明るい緑黄色で，後

縁は白色．光彩は真鍮色で，瞳孔は暗青色．

分布　日本国外では，インド洋西部からニュー

ギニア諸島西部とオーストラリア北東岸までの太

平洋およびパラオ諸島や台湾から記録されている

（久新ほか，1977, 1982；益田・小林，1994；木村，

1997; Smith-Vaniz, 1999; Lin and Shao, 1999; 

Iwatsuki et al., 2000；瀬能，2013）．国内では小笠

原諸島，宮崎県（延岡市赤水沖），大隅諸島（屋

久島），奄美群島（加計呂麻島），沖縄諸島（沖縄

島， 伊 江 島 ）， 八 重 山 諸 島（ 西 表 島 ）（ 望 月，

1995； 木 村，1997; Randall et al., 1997； 瀬 能，

2013），および奄美群島奄美大島（本研究）から

報告がある．

備考　奄美大島産の標本は，腹鰭を有するこ

と，背鰭および臀鰭の後方に小離鰭をもたないこ

と，側線後部にのみ稜鱗が発達すること，第 2 背

鰭と臀鰭の先端が糸状に伸長しないこと，鰓孔後

縁が突起を欠き，滑らかであること，上顎，鋤骨，

口蓋骨，下顎および舌に絨毛状の円錐歯が密生し，

歯帯を形成することなどにより，Gushiken (1983)

や Smith-Vaniz (1999)，Lin and Shao (1999) によっ

て定義された Carangoides 属の標徴と一致した．

また眼の前方の体背縁は僅かに凹むこと，眼は吻

端を通る体軸に平行な線よりも上に位置するこ

と，第 1 鰓弓上の鰓耙数が 27 であること，背鰭

軟条数が 27 であること，胸部の無鱗域の上端は

胸鰭基底下端よりも下方に位置し，胸鰭基底付近

の無鱗域とは連続せず，無鱗域の後端は腹鰭基底

後端よりも後方に位置することなどが Gushiken 

(1983), Smith-Vaniz (1999)， 瀬 能（2013） の 報 告

した Carangoides fulvoguttatus の標徴とよく一致

したため，本種と同定された．

Carangoides fulvoguttatus を日本から初めて報告

したのは具志堅（1972）であると思われる．彼は

本種が沖縄県で「がーら」と称されることと，沖

縄県で水揚げされた本種を写真に基づき報告し

た．その後，益田ほか（1975）は本種が琉球列島

に分布するとし，和名ホシカイワリを提唱した．

菅野ほか（1980）はホシカイワリを小笠原諸島か

ら 報 告 し（Randall et al., 1997），Gushiken (1983)

は沖縄県名護市羽地，うるま市与那城，那覇市か

ら得られた本種計 5 個体（体長 122–266 mm）を

報告した．市川ほか（1992）はホシカイワリを屋

久島近海から報告したが，種名以外の記載はなく，

根拠となる標本は残されていない（Motomura et 

al., 2010）．Iwatsuki et al.（1992）は宮崎県延岡市

赤水沖から得られた体長 134.0 mm の本種 1 個体

（MUFS 8821）を報告した．また益田・小林（1994）

は水中写真に基づき，ホシカイワリを沖縄島から

報告し，望月（1995）は奄美群島加計呂麻島から

得られた本種を写真に基づき報告した．木村

（1997）は水中写真に基づきホシカイワリを沖縄

県西表島から報告し，Senou et al. (2006) は伊江島

近 海 で 撮 影 さ れ た 本 種 の 水 中 写 真（KPM-NR 

38339–38340）を報告した．三浦（2012）は本種

が沖縄島中城湾で定置網や刺し網，釣り，および

潜水漁によって漁獲され，「がーら」と称される

ことを報告した．

したがって，ホシカイワリは国内では小笠原

諸島，宮崎県延岡市，屋久島，加計呂麻島，沖縄

島，伊江島，および西表島から記録されていた（望

月，1995；木村，1997；瀬能，2013）．また，鹿

児島県からの本種の記録である市川ほか（1992）

と望月（1995）は，証拠となる標本が残されてお

らず，奄美大島産の本記載標本は標本に基づく本

種の鹿児島県からの初めての記録となる．
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